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令和７年度 総会開催 
４月１９日 ふぁみりこらぼで、市長・経済環境部長

を来賓に招き、総会を開催しました。出席者が２９名、

委任２５名でした。 

 令和６年度事業報告、決算報告、及び、令和７年度

事業計画、予算について審議が行われ、全ての議案が

原案通りに可決されました。 

質疑応答では、会の活動を推進する提案等を含め

て、多くの質問がありました。 

県地球温暖化防止活動推進センターにより、令和

６年 6月から 12月にかけて「いばらきデコ活チャ

レンジカップ 2024」・二酸化炭素削減につなげる行

動変容キャンペーンが開催されました。 

キャンペーンへの応募数は６４７件、応募者の実践

した内容により審査が行われ、優秀な取り組みと認め

られた個人・企業・団体の４８件が表彰されました。 

本会会員から３名が、県知事賞、センター理事長賞

を受賞しました。受賞につながった「デコ活」実践内

容を紹介します。 

 

★県知事賞 斎藤さん 

・家庭菜園で野菜作りを行い、地産地消を実施。 

・自家用車の使用を控え、公共交通機関を利用して

いる。近隣への移動は自転車を使用している。 

・自家用車は、普通車から燃費が良い軽自動車に買

い替え、ガソリンの使用量が半減した。 

・緑のカーテンを育てて、エアコンの使用が減り、 

 

冷蔵庫を省エネ型に買い替えたことにより、電気使

用量が大きく減少し、電気料金が半減した。 

・生ごみを段ボールコンポストで堆肥にして、家庭

菜園の肥料として利用。燃やせるごみの削減。 

 

★県知事賞 河村さん 

・住宅の窓ガラスを 2重ガラスに交換して、断熱効

果を高め、エアコンの使用を減らした。 

・使用済み衣類１０着をリサイクル団体に寄付。 

・家庭菜園で、根菜、果菜、葉菜類を育てて、地産

地消を実施。 

・生ごみを段ボールコンポストで堆肥にして、家庭

菜園の肥料として利用。燃やせるごみの削減。 

・自家用車をハイブリッド小型車にして、燃費が大

きく向上した。近隣へは、自転車・徒歩で移動し

ている。 

・プラスチックごみを分別し、廃棄物・燃やせるご

みを削減。 

・電力契約をコープデリ電気・１００%再生可能エ

ネルギーと契約。 

 

★センター理事長賞 山形さん 

・夏の省エネ・節電のため、緑のカーテンを設置し

(面積１８m2)、エアコンを使用せず、電気料金が低

減した。 

・緑のカーテンを使用後、撤去時に完全に乾燥させ

て処理することにより、燃やせるごみの量が低減し

た。乾燥せずに処理した時の半分になった。 

市長挨拶 

二酸化炭素削減行動 キャンペーン 受賞 

令和７年度 総会開催 



                                  

                                  

                               

２０2５年（令和７年） ７月２５日 ひたちなか市の環境を良くする会会報 第５０号    （２） 

６
月
２１
日 

勝
田
駅
前
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
東
石
川
小

学
校
校
庭
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
た
ち

な
か
・
ま
」
と
共
催
し
、
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。 

東
石
川
小
学
校
校
庭
で
、

市
職
員
の
「
ご
み
減
量
啓
発

バ
ン
ド 

Ｉ
Ｎ 
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ 

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
に
よ
る
演
奏
、
コ

コ
ナ
ッ
ツ
石
井
さ
ん
に
よ
る

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

バ
ン
ド
演
奏
で
は
、
不
法

投
棄
禁
止
、
分
別
3R

の
推

進
、
生
ご
み
処
理
容
器
普
及

な
ど
、
ご
み
減
量
啓
発
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。 

校
庭
に
は
、
竹
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ガ
ラ
ス
瓶

の
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
て
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

‘25
」
の
文
字
を
描
き
ま
し
た
。 

当
日
は
夏
至
に
あ
た
り
、
午
後
7
時
で

も
少
し
明
る
い
中
で
キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
灯

し
、
暗
く
な
る
と
鮮
や
か
に
映
え
て
ス
ロ

ー
な
夜
の
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。 

                       

。 

   

 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
で
は
、
昭
和
時
代

の
懐
か
し
い
曲
も
あ
り
、
演
奏
に
合
わ
せ

て
歌
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。 

               

校
庭
へ
の
入
り
口
で
は
、
子
ど
も
達
が

牛
乳
紙
パ
ッ
ク
の
行
燈
に
絵
を
描
き
、
食 

 

   
 

 
  

勝
田
環
境
㈱
の
環
境
活
動
に
つ
い

て
取
材
し
ま
し
た
。 

勝
田
環
境
㈱
で
は
、
抜
根
・
伐
採
し

た
木
屑
を
処
理
す
る
際
、
発
生
す
る
粉

(

お
が
粉)

や
付
着
し
て
い
た
土
に
鶏
糞

を
混
ぜ
て
攪
拌
し
、
発
酵
さ
せ
て
肥
料

を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

従
来
は
、
お
が
粉
な
ど
の
原
料
を
専

用
地
に
成
形
し
て
発
酵
さ
せ
て
肥
料

を
作
る
に
は
、
３
か
月
程
度
の
期
間
を

要
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
機
械

を
導
入
さ
れ
、
肥
料
作
り
が
自
動
化
さ

れ
て
い
ま
す
。 

原
料
を
成
形
し
て
２
週
間
程
度
で

発
酵
し
始
め
た
も
の
を
、
機
械
に
投
入

し
て
攪
拌
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
毎
日

５
ト
ン
の
肥
料
を
作
る
こ
と
が
可
能

と
の
こ
と
で
す
。 

 

干
し
芋
加
工
残
渣
で
も
肥
料
を
作

り
、
農
家
な
ど
に
還
元
し
、
地
域
の
環

境
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

小
川) 

     
 

 わ
が
ま
ち
の
環
境
活
動 肥料作りの機械 

産
廃 

お
が
粉
で
肥
料 

勝
田
環
境
株
式
会
社 

  

環境四季時計「夏祭り」 キャンドルナイト 2025 in ひたちなか 
～ 電気を消して スローな夜を！ ～ 

 

IN DUST REALの演奏 

トランペット演奏 牛乳紙パック行燈作り 

竹・瓶キャンドルで ＥＣＯ‘２５  

の 

竹キャンドル 

来場者にプレゼント 

用
廃
油
で
作

っ
た
エ
コ
キ

ャ
ン
ド
ル
を

入
れ
て
通
路

に
並
べ
て
点

灯
し
ま
し
た
。 

行
燈
は
、
終

了
後
に
絵
を

描
い
た
子
ど

も
達
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
レ
ま

し
た
。 

 



                                 

                                  

                                 

                    

２０2５年（令和７年） ７月２５日 ひたちなか市の環境を良くする会会報 第５０号    （3） 

    

６
月
９
日 

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
パ

ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
活
動
で
、
砂
丘
の
外
来

種
植
物
の
除
草
作
業
を
参
加
者
１１
名
で
行

い
ま
し
た
。 

 

砂
丘
内
に
は
、
貴
重
な
在
来
種
・
県
絶
滅

危
惧

ⅠA

類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ナ
ハ

タ
ザ
オ
が
、
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、

県
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ビ
ロ

ー
ド
テ
ン
ツ
キ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

      

海
浜
公
園
ス
タ
ッ
フ
よ
り
、
外
来
種
植

物
の
見
分
け
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
砂

丘
内
の
遊
歩
道
に
芽
を
出
し
て
い
る
外
来

種
植
物
の
抜
き
取
り
作
業
を
行
い
ま
し

た
。 

 

外
来
種
植
物
は
、 

草
丈
が
5
㎝
程
に 

成
長
し
た
小
さ
い 

草
を
ス
ッ
ス
ッ
と 

抜
き
、
多
く
の
本 

数
を
除
去
し
ま
し 

た
。
海
風
に
吹
か 

れ
て
涼
し
さ
を
感 

じ
な
が
ら
の
活
動 

に
な
り
ま
し
た
。 

    
5
月
１５
日 

日
立
製
作
所
水
戸
事
業
所

内
サ
ギ
山
の
見
学
会
を
、
参
加
者
１７
名
で

行
い
ま
し
た
。 

以
前
、
サ
ギ
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
で

名
付
け
ら
れ
た
サ
ギ
山
は
、
生
物
多
様
性

の
価
値
を
有
し
て
保
全
さ
れ
て
お
り
、
環

境
省
の
30

by

30
自
然
共
生
サ
イ
ト
で
認 

 

定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

社
員
の
案
内
に
よ
り
、
サ
ギ
山
内
部
に

入
り
ま
す
と
、
街
の
工
場
内
と
は
思
え
な

い
よ
う
な
自
然
豊
か
な
森
が
広
が
り
、
自

生
の
樹
木
が
高
さ
30ⅿ

程
度
に
成
長
し
て

い
ま
し
た
。
森
の
中
で
は
、
暑
さ
を
忘
れ
涼

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

       

 

サ
ギ
山
に
は
、 

多
く
の
野
鳥
が
生 

息
し
て
お
り
、
社 

員
に
よ
る
手
描
き 

の
看
板
が
設
置
さ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

サ
ギ
山
の
自
然
は
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
維
持
・
保
全
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
観
察
会
・
見
学
会

な
ど
を
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

参
加
し
た
方
か
ら
「
近
く
の
工
場
の
中

に
、
大
変
素
晴
ら
し
い
自
然
豊
か
な
森
・
緑

地
の
世
界
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
奇
跡

で
す
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

参加の皆さん 

後には G１タワー 213m 

 

㈱
日
立
製
作
所 

水
戸
事
業
所 

サ
ギ
山
見
学
会 

参加の皆さん 

野鳥の看板 サギ山の森を見学 

外来種植物の抜き取り作業 

ひ
た
ち
海
浜
公
園 

砂
丘
美
化
活
動 

ハナハタザオ 

エコドライブ  

くわしくは環境省の HPで！→ 



                                  

                                  

                                  

                                

２０２５年（令和７年） ７月２５日 ひたちなか市の環境を良くする会会報 第５０号    （4） 

～～～～～～～～～～  ひたちなか市の環境を良くする会 事業所会員の紹介  ～～～～～～～～～～ 

    

５
月
19
日 

多
良
崎
城
跡
公
園
で
自
然

観
察
会
を
、
参
加
者
１４
名
で
開
催
し
ま
し

た
。 観

察
会
は
、
公
園
内
の
貴
重
な
山
野
草

や
樹
木
の
保
全
を
目
的
に
10
年
以
上
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

県
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
の
講
師
を
招

き
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
公
園
内
を
散
策

し
ま
し
た
。
公
園
内
に
は
、
貴
重
な
植
物
が

自
生
し
て
お
り
、
多
種
類
の
山
野
草
を
観

察
が
で
き
ま
し
た
。 

本
来
公
園
に
自
生
し
て
い
な
い
植
物
が

見
つ
か
り
「
持
ち
込
み
植
え
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
」
と
講
師
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

  

６
月
１
日 

さ
わ
野
杜
団
地
脇
の
道
路

法
面
、
水
辺
の
杜
公
園
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
除
去
活
動
を
、
さ
わ
野
杜
団
地
自
治

会
と
協
働
で
、
参
加
者
２７
名
で
行
い
ま
し

た
。
現
地
で
の
除
去
活
動
は
、
８
年
目
に

な
り
数
は
減
少
し
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
「
来
年
の
楽
し
み
に
残
さ

な
い
よ
う
に
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
根

か
ら
抜
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
多
年
草
の
植 

物
で
、
花
が
咲
い
て
い
る
時
、
種
が
で
き 

る
前
に
根
か
ら
抜
き
取
る
こ
と
が
大
切
で 

す
。 

           

 

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
も
あ
り
、
楽
し

み
な
が
ら
有
意
義
な
観
察
会
に
な
り
ま
し

た
。 

               

５
月
１８
日 
県
道
３１
号
線
か
ら
多
良
崎

城
跡
公
園
へ
の
分
岐
点
付
近
の
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
除
去
活
動
を
、
事
業
所
会
員 

工

機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら
の
参
加
も

あ
り
９
名
で
行
い
ま
し
た
。 

現
地
で
の
除
去
活
動
は
、
１０
年
目
に
な

り
ま
す
。 

今
年
は
、
開
花 

が
遅
れ
て
お
り
、 

参
加
者
は
、
草
の 

中
を
探
す
よ
う
に 

し
て
見
つ
け
て
、 

根
か
ら
抜
き
取
っ 

て
い
ま
し
た
。 

 

抜
き
取
り
作
業
→ 

多
良
崎
城
跡
公
園 

自
然
観
察
会 

説明を聞きながら散策 

お花畑で 参加の皆さん 

特
定
外
来
生
物(

植
物) 

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
除
去
活
動 

２０１８年５月撮影→ 

←道路脇で抜き取り作業  

参加の皆さん 

木質バイオマス発電所 

（株）バイオパワー勝田 

ひたちなか市高野 1974-1 

TEL029-270-3341 

ひたちなか・東海 

ハイトラスト株式会社 

ひたちなか市新光町 103-2 
ＴＥＬ（029）265-5371  


